
農作業安全に関する指導者向け研修 第２章 労働安全の基本

１ 労働安全の基本的な考え方 P.２３
テキストページ

奥へ進む、ほぼ直線
の通路で引っ掛かりや
転倒防止

棚の上には軽い物、
中段に良く使う物、
下には重い物
を置き倒れを防止

棚をハウスの鉄骨
に 約２m間隔で固
定し、地震の横揺れ
対策を実施
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ABCD

置き場部分には、
①柱番号を付け
②床に白線で区
画を明確にして

探す時間を無くす柱表示

壁
に
固
定

安全方針を掲げ、
意識を統一
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2 農業における労働安全衛生に関する規範・指針 P.24～P.26
テキストページ

 令和2年度に農林水産省が新たに策定

 全産業対象の「共通規範」と農業・
林業・木材産業・漁業・食品産業の5
業種毎の「個別規範」が存在

 例えば農業の個別規範では「安全に
配慮した服装や保護具等を着用す
る」「暑熱環境下では水分や塩分を
摂取する」等基本的な事項を整理

 これらを実施しているかのチェック
シートを用意

 さらに詳細な「解説書」を整理

1）農林水産業・食品産業の作業安全のための規範

図2-2-1「個別規範：農業」

事業者向けチェックシートの抜粋
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2 農業における労働安全衛生に関する規範・指針 P.27～P.28
テキストページ

 平成14年に農林水産省が策定、
平成30年に改訂

 農作業安全を進めるにあたり最も
基本的・全般的な事項を列挙して
おり、最初に安全を考えるときに
参照

 「都道府県・地域段階で留意すべ
き事項」と「農業者等が留意すべ
き事項」があり後者が主体

 「乗用型機械」「携帯式機械」な
ど毎に作成

 「個別農業機械別留意事項」とい
うさらに詳細な参考資料も作成

図2-2-2安全指針本文は共通的事項主体

2）農作業安全のための指針

図2-2-3参考資料で個別機械別も整理
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３ 農作業で使われる機械・作業に関する安全衛生法令､他 P.３1～３3
テキストページ

２）刈払機

 刈払機からの飛来物は、顔面や手足を直撃

 目の災害は、被災者の眼科受診により顕在化し易い

 実際は、顔面や喉など他の部位にも飛来しており、クリアー型

防災面、長袖長ズボン、防振(減振)手袋と長靴等により、身体全

体を保護することが重要

 刈払作業をなくすこと（防草シートの利用等）も重要

 飛来物を減らす作業方法

★ｴﾝｼﾞﾝ回転を下げ、刈刃回転6000rpm以下の低速にする

★チップソーは、大地に対して水平に振る

★石飛の少ないチップソーの使用

防災面、ヘルメット、喉元カバー、
麦わらバイザー
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チップソーを水平に、地
面と接触を減らす為の

「安定板」


